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調査
研究
内容

環境省が毎年公表している「一般廃棄物処理実態調査結果」のデータを基に一般廃棄物中の使
用済みプラスチックの搬入および処理量を推定する推算法を新たに開発した。

1.

新推算法を使って推算した調査結果と当協会のプラスチックマテリアルフロー図とを比較し
た。

2.

一般廃棄物中の使用済みプラスチックの動向を分析した。3.

 

調査
研究
結果

搬入ごみ中のプラスチック量 １）２００８年度の搬入ごみ中のプラスチック量は５,４２３千
ｔで２００７年度に比べて２.８％減少した。 ２）その内訳を見ると、混合・可燃・不燃ごみ
のプラおよび粗大ごみのプラ量がそれぞれ３.３％および１５.３％減少しており、一方、資源
収集されたプラ量は３.１％増加した。

1.

処理処分されたプラスチック量 １）２００８年度に焼却されたプラ量は３,８３９千ｔと
２００７年度に比べて０.７％増加した。また、資源化されたプラ量も９５５千ｔと３.４％増
加した。 ２）この結果、埋立されたプラ量は６２９千ｔと推定され、２５.５％の減少を示し
た。 　３）焼却には発電焼却や熱利用焼却も含まれており、資源化されたプラスチックとあ
いまってプラスチックの資源化が進んでいる結果となった。

2.

２００８年フロー図との比較 当協会発行の２００８年フロー図と比較すると、プラスチック
排出量が４０２千ｔ（７.４％）フロー図の方が少ない結果であったが、プラスチック製品に
添加されている添加剤類（安定剤、滑剤、帯電防止剤、フィラー、可塑剤等）や付着水分補正
係数の誤差等を考慮すると良く一致する結果と考えられる。

3.

搬入ごみ中のプラスチックの状況 搬入ごみ中のプラスチックは、家庭系ごみから４９.９％、
事業系ごみから３０.９％、粗大ごみから３.６％、資源ごみから１５.７％排出されていた。ま
た、家庭系ごみから排出されるプラスチックと事業系ごみから排出されるプラスチックの比率
は約６：４であった。なお、粗大ごみと資源ごみを家庭系ごみに含めた場合は約７：３とな
る。

4.

１人当りのプラスチック排出量 １人当りの年間プラスチック総排出量は４２.５ｋｇであっ
た。

5.



処理処分されたプラスチックの状況 排出されたプラスチックの内、焼却されたプラスチック
は７０.８％、資源化されたプラスチックは１７.６％、埋立てられたプラスチックは１１.６％
で、１人当りの年間プラスチック量にするとそれぞれ３０.１ｋｇ、７.５ｋｇ、４.９ｋｇで
あった。

6.

「その他容リプラ」の分別収集の状況
１）今回の調査は、「その他容リプラ」の収集区分で各自治体を９つのパターンに分けてプラ
スチック排出量を推算した。「その他容リプラ」を資源として収集している自治体数は
１,０４１で全自治体の５７.８％（人口比で６５.５％）であった。
２）収集パターン別に自治体数を見ると、Ｐ６－２とＰ４のパターンがそれぞれ６５４と
６２１自治体で飛び抜けて多く、Ｐ２－２の３１３自治体が続いている。自治体数の約８８％
（人口比で約８３％）がこの３つのどれかのパターンに属していることになる。

7.

１人当りの年間プラスチック排出量
１）１人当りの年間プラスチック排出量で、「その他容リプラ」を資源収集している自治体の
平均値は２９.３ｋｇ、資源収集していない自治体のそれは４３.９ｋｇであった。資源収集し
ている自治体はしていない自治体に比べプラスチック排出量は１４.６ｋｇ少なく、約６７％
の水準であった。
２）収集パターン別に見ると年間１人当りのプラスチック排出量で最も多いのはＰ５のパター
ンで５２.３ｋｇ、最も少ないのはＰ１のパターンで２４.０ｋｇであった。

8.

人口規模別排出量
１）家庭ごみ中の１人当りのプラスチック排出量は２０.０～２２.１ｋｇ／年であり、人口規
模によって大きな差がないが、３０万人を境にそれ以下の区分で「その他容リプラ」の排出量
が多くなる傾向にある。これは、「その他容リプラ」を資源収集している人口の割合が、人口
規模が小さい程低いためと考えられる。 家庭ごみから排出されるプラスチックの種類では、
人口規模間での排出割合にほとんど差が無く、都市間の生活様式の同一化および分別基準の均
質化が進んでいると見られる。なお、容リプラと非容リプラの比率は７３：２７であった。
２）事業系を含めた搬入ごみ（家庭系＋事業系）中の１人当りのプラスチック排出量は、
３２.４～３６.８ｋｇ／年とこれもそれほど人口規模によって大きな差がないが、家庭ごみだ
けに比べると差はやや大きくなっている。１０万人未満の人口区分で最も少なく、１０万
人～３０万人の区分が最も多い。小都市には事業者が少なく、産業都市が１０万人～３０万人
の区分に多いことが原因と推測される。 事業系を含めた搬入ごみ（家庭系＋事業系）中のプ
ラスチックの種類でも家庭ごみ単独の場合とほぼ同様の傾向にあるが、５０万人以上の大都市
でＰＥＴボトルが高い比率で排出されている。

9.

備考

　　　

２０１１年７月２７日、一水会にて記者発表


